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チェ 子 は 奇妙な 児であった。 

孤児院に 居る うち は、 ただむ やみと 可愛い らしい、 

あどけない 一方の 児で あつたが、 五ッの 年の 春に、 

こうじまち う ち 

麴 町の 番 町に 住んで いる、 或る 船の 機関長の 家庭に 

貰われて 来てから 一年ば かり 経つ と、 何となく、 あた 

リ まえの 児と 違って 来た。 

背丈け が あまり 伸びない 上に、 子供の もちまえの 頰 

の 赤味が、 いっから ともなく 消えう せて、 透きと おる 

ほど 色が 白くなる につれ て、 フタ カイ 瞼の 眼ば かり 



…：- J 

母親 はギ ックリ したよう に 立ち竦んだ。 下唇 をジィ 

と 嚙んで チェ 子の 顔 を 見下した。 わな わなと ふるえる 

びん な 

白い 指先で、 鬢のほ つれ を 撫で上げながら、 おそろし 

そうに ソロ ソロと、 そこいら を 見 まわして いたが、 何 

と 思った か 突然に、 邪慳に チェ 子の 手 を 振り 離して 小 

走りに a け 出した。 

「ァレ …… おかあさま ァ …… 待って …… 」 

つまず 

と チェ 子 も K け 出した が、 石ころに 躓いて バッタ 

リと倒 おれた。 その 間に 母親 は 大急ぎで 横町へ 外れて 

しまった。 



チェ 子はヒ ィヒィ 泣きながら、 起き 上って あと を 追 

いかけた。 泣いて は 立ち止まり、 走り出して は 泣きし 

ながら、 辻々 の 風に 吹き散らされて 行く かの ように、 

いくつ もい くつ も 御 角 を 曲って、 長い ことかかって 

やっと、 見 おぼえの ある 横町の 角まで 来る と、 お 向 家 

の 御門の 暗い 軒燈の 陰から、 真白な、 怖い顔 を さし 出 

して、 こちら を 見て いる 母親の 顔が 見つかった。 

チェ 子 は そのまま 立ち止まって、 声高く 泣き出した _ 



うち 

それ以来 母親 はまた、 不思議に 家に 居つ くように 

なった。 朝のお 化粧 もやめ てし まった が、 その代りに 

夕方に なると 急に ソヮ ソヮし 出して、 お湯に 行ったり ■ 

おめかし をしたり して、 まだ 明るい うちに 夕飯 を 仕舞 

うと、 女中と チェ 子 を 追い立てる ようにして 寝かした- 

そうして、 チェ 子が 一度で も 朝寝 をす ると、 その 晚か 

ずつ ふ 

ら 丸薬 を 一 粒 宛 殖やした ので、 一 と 月と 経たない うち 

に、 粒の 数が 最初の 時の 倍 程に なった。 

チェ 子 は 一日一日と 瘠せ 細って、 顔色が わるくな つ 

て 来た。 



「 …… デモ …… デモ …… お母様のお 顔に ソッ クリ よ… 

;」 

「ゥ そう 見える か ナァ」 

「 …… ネ … … お 父 さま …… あの 小さな 星が いくつ もい 

つむ 

くつ も あるの がお 母 さまのお 髪よ …… い つも 結って い 

らっしゃる …… ネ …… それから 二 つ ピカピ 力 光って い 

るの がお 口よ …… ネ …… 」 

「 …… ゥ— ム。 わからん な。 ハハ ハハハ …… ゥ ンゥン 

それから …… 」 

「それから 白い モジャ モジャ したお 鼻が あって、 ソレ 

カラ …… ァラ …… ァラ …… あの ォジサ マの 顔が …… あ 
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